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サービス 内容 利用料

基本 福祉サービス
の利用援助

福祉サービスの利用・解約、利用料
の支払いに関する手続き、行政に関
する手続きや書類整理の手伝い

基本料金
1回（60分）
1,500円
※延長料金あり

オプション

日常的な
金銭管理

日常生活に必要な預金の払い戻し、
公共料金、医療費、家賃などの支払
い手続きの同行・代行

書類など
の預かり

通帳・年金証書・権利証などを金融
機関の貸金庫で保管 1カ月1,000円

※オプションサービスのみは利用できません
※契約までに専門員が訪問し、利用意思や生活状況を確認します

会食サービスの
利用者を募集します
問高齢福祉課いきがい支援係（☎5722－9837、フ5722－9474）

　地域のかたと一緒に、栄養バランスのとれた食事を取り、食生活の
改善を図るサービスです。栄養士による栄養相談も行います。感染状
況によっては中止する場合があります。

対区内在住で次のいずれかに該当するかた
　・65歳以上で一人暮らし
　・世帯全員が65歳以上
　・日中、65歳以上のみになる
￥1食400円

申 9／6までに、総合庁舎本館2階高齢福祉課、または地域包括
支援センター（下表）の窓口へ

会場 日時
（祝・休日を除く）

定員
（抽選）

高齢者センター
（目黒1－25－26　田道ふれあい館内）

毎週月曜日または木曜日
12：00～13：00 各15人

特別養護老人ホームさんホーム目黒
（目黒3－20－8）

毎週火曜日
12：00～13：00 15人

特別養護老人ホーム東山
（東山3－24－6）

毎週木曜日
12：00～13：00 10人

特別養護老人ホーム東が丘
（東が丘1－6－4）

毎週金曜日
12：00～13：00 10人

奈古味
（目黒本町5－33－1）

毎週水曜日
17：30～18：30 14人

日常生活自立支援事業を
ご利用ください
問権利擁護センター「めぐろ」（☎5768－3964、フ5768－3965）

対 認知症や知的障害、精神障害などにより、判断能力が十分でないかた。
ただし、契約締結能力があるかた

こんな悩みのあるかたを支援します
● 福祉サービスを利用したいけれど、手続きが分からない
●銀行でお金を下ろすのが難しくなった
●通帳をどこにしまったか忘れてしまう

　認知症や知的障害、精神障害などにより、判断
能力が十分でないかたが住み慣れた地域で自立し
た生活が送れるよう、福祉サービスの利用手続き
や金銭管理のお手伝いをするサービスです。

忘れないで、多様性への配慮

　「地震です。避難してください」
と、緊急に呼び掛けなければなら
ないとしたら、日本語を母語とし
ない人や、聴覚障害がある人に、
きちんと伝わるでしょうか。
　災害発生時は、多様性への配慮
が後回しにされがちです。地域に
は、障害者、高齢者、子ども、外
国人、LGBT（性的少数者）、療養
中のかたなど、さまざまな人々が
共に暮らしています。
　多言語での呼び掛けや文字表記
がないために外国人や聴覚障害者
が緊急性を理解できなかったり、
段差で車椅子が通れなかったり、
授乳環境や性別に関わりなく利用
できるトイレがなかったりするな
ど、当事者にしか分からない生活
上の不便はさまざまです。日常で
も問題ですが、特に災害時は選択
肢に余裕がなく、喫緊の課題です。

多くの人が適切に避難するには

　東日本大震災以降、多くの人が
生活する避難所で、こうした課題
が浮き彫りとなりました。区は、
避難所の運営ルール作りに、女性、
子育て世代、若年層など幅広い人
材の参画が重要だと考えています。
地域避難所運営の担い手は、地域

を構成する皆さんです。災害情報
の提供や物資配給などの各担当者
は、男女両方から選ぶ、女性が安
心して着替えや授乳ができるパー
テーションを配備するなど、避難
所生活環境の向上を皆さんととも
に図っていきます。
　皆さんも、非常時に慌てないた
め、日頃から自分とは違う要素を
持つ多様な人々と交流しませんか。
避難場所などの情報を共有するた
めのひと工夫が、地域社会全体の
災害対策の強化につながります。
　例えば、店内や事務所に多言語
で非常口などの災害情報を貼り、
「だれでもトイレ」や「女性専用」
の看板を掲げましょう。少しでも
多様性への配慮がされていると、
多様な人々が存在しているという
認識と安心感が生まれます。

自分たちの地域を自分たちで守る

　いざというときに、誰一人取り
残さず、被災者全員を守り抜くに
は、自分たちの地域を自分たちで
守るという意識が大切です。
　どこかに取り残されている人が
いるかもしれないという気持ちで、
災害時はもちろん、どんなときで
も、いろいろな人の安心につなが
る、顔の見える防災の輪を、地域
社会全体で育んでいきましょう。

語ろう人権　家庭で地域で

災害時に必要な
多様性への配慮

問人権政策課（☎5722－9214、フ5722－9469）

10月～
4年3月

シルバーパスの
更新時期です

問東京バス協会
　（☎5308－6950）

　東京バス協会は、70歳以上のかたを対象に、都営交通と都
内の民営バスに乗車できるシルバーパスを発行しています。
　現在お持ちのシルバーパスの有効期限は9／30です。引き続
き利用する場合は、更新手続きをしてください。7月までに購
入したかたには、更新手続きの案内を送付しています。案内が
届かない場合や、新規購入を希望するかたは、お問い合わせく
ださい。

感染症対策のため、臨時更新会場は設置しません
　手続きは、原則郵送のみとなります。
　詳細は、お送りした更新手続きの案内をご覧ください。

ご注意ください

凡例時日時　場会場　内内容　師講師　対対象　定定員　￥費用　申申し込み　問問い合わせ　ホホームページ　 子ども・子育て世帯対象　 高齢者対象

地域包括支援センター
北部 （大橋1－5－1　クロスエアタワー9階、☎5428－6891、

フ3496－5215）
東部（総合庁舎本館1階、☎5724－8030、フ3715－1076）
中央 （中央町2－9－13　食販ビル内、☎5724－8066、

フ5722－9803）
南部 （碑文谷1－18－14　碑小学校内南西側、☎5724－8033、

フ3719－2031）
西部（柿の木坂1－28－10、☎5701－7244、フ3723－3432）

時 月～土曜日8：30～19：00。土曜日は17：00まで。祝・休
日を除く


